
 
ご意見・ご提案 受付年月日 令和８年５月８日

 
件　　名

地域生活について

 
内　　容

地域での生活に関して、行政としての対応や啓発を検討していただきたく

ご意見をお送りします。 

近隣の高齢の方々から、初対面であるにもかかわらず、以下のような個人

情報を尋ねられることが度々あります。 

・苗字や家の親戚関係 

・出身地 

・職業や勤務先 

・子どもの名前 

また、世間話のような形で、自宅敷地内まで入ってきて話しかけられるこ

ともあり、強い不安を感じています。 

実際に、庭での作業中に通りすがりの初対面の方が敷地内に入り、車や中

庭をのぞき込まれたり、子どもの名前を尋ねてきたこともありました。 

こうした行為は、本人たちに悪意がない場合でも、現在の社会においては

プライバシーや防犯の観点から非常に不適切であり、住民に恐怖や不快感

を与えるものです。 

そのため、我が家では個人情報保護の観点から表札も出していません。 

田舎では「地域のつながり」や「顔の見える関係」が大切と言われますが、

現代では氏名、子どもの名前、勤務先、出身地などは明確に個人情報に該

当します。 

また、住宅の敷地に無断で入る行為は、防犯上も問題があります。 

このような状況は我が家だけの問題ではなく、同様に感じている若い世代

や子育て世帯も少なくないのではないかと考えています。 

 

そこで浅口市として、自治会や老人会、地域団体等に対し、以下のような

内容について周知・啓発を行っていただきたいと考えています。 

・氏名、子どもの名前、勤務先、出身地などの個人情報をむやみに尋ねな

いこと 

・住宅の敷地内へ許可なく立ち入らないこと 

・地域交流の際にもプライバシーや防犯への配慮を行うこと 

地域のつながりを否定するものではありませんが、住民が安心して生活で

きる環境を守ることも行政の重要な役割だと思います。 

子育て世帯の定住促進や防犯の観点からも、現状のままでは不安を感じる

住民がいることをご理解いただき、対応をご検討いただければと思います 

なお、同様の事例が今後も続く場合、防犯上の観点から警察等への相談も

検討せざるを得ない状況であることも申し添えます。 

よろしくお願いいたします。



 
回　　　　答 回答年月日 令和８年５月１９日

 
担当部課

企画財政部地域創造課

 
内　　容

平素より市政にご理解を賜り、誠にありがとうございます。 

このたびお寄せいただきましたご意見につきまして、下記のとおり回答い

たします。 

ご指摘のように、氏名やお子さまのお名前、勤務先、出身地等の情報は、

プライバシーや防犯の観点から慎重な取扱いが求められるものであり、ま

た、許可なく私有地へ立ち入る行為は、不安や不快感を生じさせる恐れが

あります。地域のつながりを大切にする意識がある一方で、世代や生活環

境の違いにより、プライバシーや防犯に関する受け止め方・配慮の程度に

差が生じていることも、背景として考えられます。 

市といたしましては、自治会等へ回覧や広報紙の配布を通じて防犯意識を

高める啓発活動に引き続き取り組んでまいります。一方で、個人間のやり

とりや私有地内での具体の事案につきまして、市が直接介入することが困

難であることをご理解ください。 

今後も同様の状況が継続し、ご不安が解消されない場合には、簡易フェン

ス設置や「立入禁止」等の表示といった防犯対策を講じていただくこと、

また、相手方に対して「防犯やプライバシーの観点から不安を感じている」

旨を、可能な範囲で丁寧にお伝えいただくこともご検討ください。危険を

感じる場合や緊急性がある場合には、警察等の関係機関への相談も含め、

身の安全を最優先にご対応いただきますようお願いいたします。 

このたび頂戴したご意見は、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進める

上での貴重なご示唆として受け止め、今後の取り組みの参考とさせていた

だきます。 

今後とも市政へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。


